
「2025年に向けた対応方針」 川崎南部構想区域内医療機関の状況
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診療科や、機能の変更、見直し等
の予定、その他

◆脳神経外科の機能拡大

現在、拡大基調にある当院の
救急受入において、交通外傷
等、常勤医不在の現行体制で
は十分な対応が出来ず、お断
りをしている背景がある。急
性期に特化した病院を目指す
上で、その体制をつくり、総
合入院体制加算の取得を目指
す。

病床機能の変更予定（増床・減床を含む）

◆地域包括ケア病棟の廃止（2025年4月届出予定・対象48床）
経営を圧迫している当該病棟を廃止、地域ニーズの高い急性期機能に看護師をはじめとする人材
を再配置する。

◆病棟の再編（2025年12月届出予定　※透析センター2026年4月届出予定）
一棟当たり最大59床となっている病床を7病棟で平準化し、効率的かつ患者サービスの向上を図
る。合わせて、透析センターを移設する。

◆新棟建設によるこうかんクリニックの廃止（2027年4月届出予定）
2027年4月竣工を目標とする新棟と現存する入院棟および外来（こうかんクリニック）を一体化、
一施設として運営する。これにより、こうかんクリニックを廃止とする。

◆HCU開設による急性期から高度急性期への機能変更（2027年4月届出予定・対象12床）心不全患
者や大手術後の患者を中心に、急性期病床で対応している高度急性期患者のために、ハイケアユ
ニットを開設する。これにより、急性期335床・高度急性期12床となる。

2025年に向けた方針（抜粋）

医療機関名
開設者

現状【病床機能】①
2027年予定【病床機能】③

下段は現状との差（③－①）
現状【病床種別】

2025年予定【病床機能】②
下段は現状との差（②－①）

変更後【病床種別】 現状【指定・届出等】

資料１


